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養水分制御を基盤とした樹体管理技術の確立による高品質カンキツ果実連年安定

生産の実証

Ⅰ 地域戦略と研究の背景・課題

Ⅲ 研究計画の概要

Ⅱ 研究の目標

１．地域戦略の概要
マルドリ技術等を活用して、カンキツ樹体の養水分管理を集団で実施することにより、生産者間の情報共

有とともに、生産果実の高位平準化を達成させる。水・施肥管理に係る労働時間の２割以上削減と施肥量を
慣行露地栽培の５割削減することを目標とし、経営体の収益性向上を目指す。

２．研究の背景・課題
カンキツでは、高品質果実生産技術の導入やブランド化により収益性の向上が図られている。しかし、

気象環境の変動により果実品質や収量の年次間差が安定経営を阻害する要因となっている。高品質果実
連年安定生産のためには樹体内の養水分状態を人為的に制御することが有効であるが、制御のための指標、
管理設備の持続的低コスト運用のための技術開発が課題である。また、実証技術を展開させるためには、
高品質果実の生産が可能となる園地環境（生産基盤）の整備を進める必要がある。

〔分野〕 果樹
〔公募研究課題〕 （３）主要果実生産における経営体の収益性を向上させる技術の開発

ア）カンキツ高品質果実の連年安定供給を可能とする樹体管理技術の開発
〔研究代表機関〕 （研）農研機構西日本農業研究センター（カンキツ安定生産コンソーシアム）
〔参画研究機関〕 （研）農研機構農村工学研究部門、愛媛県農林水産研究所果樹研究センター、愛媛県農林水

産部、愛媛県今治支局地域農業育成室・産地戦略推進室、広島県立総合技術研究所農
業技術センター、越智今治農業協同組合、（株）ビジョンテック、（株）日本農業サポー
ト研究所、上浦盛マルドリ会、松尾坊ちゃんクラブ、農事組合法人シトラスかみじま

（普及担当機関） 愛媛県農林水産部、広島県立総合技術研究所農業技術センター
〔研究・実証地区〕 愛媛県今治市上浦町・菊間町、広島県豊田郡大崎上島町

１．生育環境制御による連年安定生産の実証
（１）連年安定生産のための水管理技術の開発

高品質化を達成するためのかん水指標を作成し、安定生産のためのかん水施設運用技法を確立する。
（２）持続的生産のための低コスト施肥技術の開発

水源水中窒素利用、液体硫安活用、年一回施肥等の技術開発により、低コスト施肥技術を確立する。
（３）連年安定生産のための樹体診断・管理技術の開発と検証

葉色等を利用した簡易診断技術の開発、樹形制御による樹勢安定化技術を開発・実証する。
（４）高品質果実連年安定生産のための支援技術の実証

養水分管理施設の運用技術を実証するとともに、生産技術支援を行うICTシステムの有用性を検証する。

２．高品質カンキツ果実の連年安定生産を可能とする園地環境整備技術の開発
（１）園地別栽培環境評価技術の開発

園地環境を推定し、栽培適地の判定や園地環境情報を共有化できるシステムを開発する。
（２）高品質カンキツ品種の栽培適地を拡張するための園地整備・管理技術の開発

園内道設計支援システムや水源不足の地域においてマルドリ栽培を可能とする基盤整備技術を開発する。
（３）集団営農における効率的な生産施設管理運営支援手法の開発

生産施設運用管理ルールの策定による集団的営農活動支援の実証を行う。

３．高品質カンキツ果実の連年安定生産を可能とする技術戦略推進方策の検討
（１）持続可能なカンキツ作経営ビジネスモデルの開発

高収益を目指した販売戦略に基づいたビジネスモデルを構築する。
（２）地域戦略における新技術活用方策の検討

普及対象地域において技術普及性の評価等を行い、ブランド力強化の取り組みを検討する。

高品質果実（ブランド果実）５割以上、水・施肥管理の省力化によるそれらの労働時間の２割以上削減と
施肥量の慣行露地栽培比５割削減を目標として、養水分管理の適切なタイミングを判断する診断技術、マル
ドリ栽培施設を用いた省力施肥管理技術を確立し、検証する。また、低コスト液肥や水源水中窒素を利用し
た低コスト栽培技術を提言・実証する。



問い合わせ先：（研）農研機構西日本農業研究センター傾斜地園芸研究領域 TEL：0877-63-8128

養水分制御を基盤とした樹体管理技術の確立による高品質カンキツ果実連年安定生産の実証
樹体の養水分状態を制御することにより果実品質を産地単位で高位平準化できる技術体系を確立する。

１ 生育環境制御による連年安定生産の実証

２ 高品質カンキツ果実の連年安定生産を可能とする園地環境整備技術の開発

３ 高品質カンキツ果実の連年安定生産を可能とする技術戦略推進方策の検討

農研機構

園地整備・生産支援技術の
開発、運営手法の策定

（株）ビジョンテック

園地環境推定
システムの開発

愛媛県・JAおちいまばり・松尾坊
ちゃんクラブ・上浦盛マルドリ会

果実の流通・販売における
課題整理・ビジネスモデルの作成

広島県・農事組合法人
シトラスかみじま

急傾斜地における養水分管理
技術を高度化・実証

(株)日本農業
サポート研究所

団地型マルドリ施設を活用した
養水分管理技術を体系化・実証

１－（３）連年安定生産のための樹体診断・

管理技術の開発と検証 １－（４）高品質果実連年安定生産のための

支援技術の実証

２－（３）集団営農における効率的な生産施設管理運営支援手法の開発

２－（１）園地別栽培環境評価技術の開発

１－（１）連年安定生産のための水管理技術の開発
１－（２）持続的生産のための低コスト施肥技術の開発

２－（２）高品質カンキツ品種の栽培適地を

拡張するための園地整備・管理技術の開発

３－（１）持続可能なカンキツ作経営ビジネスモデルの開発 ３－（２）地域戦略における新技術活用方策の検討

見える化・かん水施設運用
技術の確立により安定生産

液体硫安活用技術の開発

養水分管理指標（案）
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

柑橘生育ステージ 発芽 開花 生理落果・果実肥大 収穫

　　樹体ストレスに応じて適宜開閉

　　　開花前から 収穫まで

　　　春肥（32日間） 夏肥（20日間） 　　　秋肥（28日間）

　10分×2回（N4.0kg） 　　　　　10分×2回（N2.5kg） 収穫後、10分×2回（3.5kg）

　　随時、かん水 節水管理　　　

　　必要に応じてかん水 適宜、時間・回数を増減　 　樹体ストレスに応じてかん水

堆肥 土改材

マルチ被覆

液肥
（500倍、200ppm）

水
（点滴かん水）

土壌改良

樹体診断に基づいた管理指標の作成

気温データ
自動収集装置

携帯電話回線

回線基地局

気象庁データ簡易土壌水分計

インターネット

環境情報の作成
現地観測データの公開

園内環境推定Webシステムによる生産支援技術

緩傾斜化と園内道設計を
一体的に整備できる
システムの構築

月例会

選択の幅が必要な条項とその選択肢をメニュー化［汎用化］

実践的検証と有効性の確認［ルールの基本フレーム］
他の導入主体への適用検討

×
果実の特徴を活かした販売戦略モデルの提言・
ビジネスモデルの構築

事業、普及方針や実需との連携による地域戦略実現にむけた取組

年一回局所施肥技術の開発


